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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの第２のセットへの第１の時間サイクル
中のリソースブロックペアの第１のセットのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイ
クル中のピア発見メッセージを送信すべき、リソースブロックペアの前記第２のセットを
決定することと、前記マッピングが、リソースブロックペアの前記第１のセット中の各リ
ソースブロックペアとリソースブロックペアの前記第２のセット中の対応するリソースブ
ロックペアとの間の１対１のマッピングであり、ここにおいて、リソースブロックペアの
前記第２のセット中の少なくとも２つのリソースブロックペアが、隣接しない割り振られ
たリソース中にある、
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセット中で前記ピア発見メッセージを送
信することと、
　前記ピア発見メッセージに関連して、リソースブロックペアの前記第２のセット内の特
定のリソースブロックペアの順序に基づくメッセージを示す情報を送信することとを備え
る、方法。
【請求項２】
　リソースブロックペアの前記第１のセット中の前記リソースブロックペアが、隣接する
割り振られたリソース中にある、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　リソースブロックペアの前記第２のセット中のすべてのリソースブロックペアが、隣接
しない割り振られたリソース中にある、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセットを示す情報を基地局に送ることと
、
　前記基地局から、リソースブロックペアの前記決定された第２のセットが利用され得る
かどうか指示を受信することとをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の時間サイクル中のリソースブロックペアへの前記第１の時間サイクル中のリ
ソースブロックペアのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイクル中のリソースブロ
ックペアの複数のセットを決定することと、
　前記第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの前記複数のセットに関連付けられ
た受信電力を決定することと、リソースブロックペアの前記複数のセットが、リソースブ
ロックペアの前記第２のセットを含む、
　リソースブロックペアの前記第２のセットがしきい値よりも小さい受信電力を有すると
決定することと、
　リソースブロックペアの前記第２のセットが前記しきい値よりも小さい受信電力を有す
ると決定すると、リソースブロックペアの前記第２のセット中で前記ピア発見メッセージ
を送信することを決定することとをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　リソースブロックペアの前記第２のセット内の特定のリソースブロックペアの順序に基
づいて前記メッセージを生成することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記メッセージに基づいて、複数のパイロットシーケンスからパイロットシーケンスを
選択することをさらに備え、ここにおいて、前記メッセージを示す前記情報が、前記選択
されたパイロットシーケンスであり、前記選択されたパイロットシーケンスが、前記ピア
発見メッセージを搬送する前記特定のリソースブロックペア内の基準信号中で送信される
、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記メッセージが、前記ピア発見メッセージ内の前記特定のリソースブロックペア中で
送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置はユーザ機器（ＵＥ）であり、
第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの第２のセットへの第１の時間サイクル中
のリソースブロックペアの第１のセットのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイク
ル中のピア発見メッセージを送信すべき、リソースブロックペアの前記第２のセットを決
定するための手段と、前記マッピングが、リソースブロックペアの前記第１のセット中の
各リソースブロックペアとリソースブロックペアの前記第２のセット中の対応するリソー
スブロックペアとの間の１対１のマッピングであり、リソースブロックペアの前記第１の
セット中のリソースブロックペアが、隣接する割り振られたリソース中にあり、ここにお
いて、リソースブロックペアの前記第２のセット中の少なくとも２つのリソースブロック
ペアが、隣接しない割り振られたリソース中にある、
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセット中で前記ピア発見メッセージを送
信するための手段と、
　前記ピア発見メッセージに関連して、リソースブロックペアの前記第２のセット内の特
定のリソースブロックペアの順序に基づくメッセージを示す情報を送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項１０】
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセットを示す情報を基地局に送るための
手段と、
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　前記基地局から、リソースブロックペアの前記決定された第２のセットが利用され得る
かどうか指示を受信するための手段とをさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第２の時間サイクル中のリソースブロックペアへの前記第１の時間サイクル中のリ
ソースブロックペアのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイクル中のリソースブロ
ックペアの複数のセットを決定するための手段と、
　前記第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの前記複数のセットに関連付けられ
た受信電力を決定するための手段と、リソースブロックペアの前記複数のセットが、リソ
ースブロックペアの前記第２のセットを含む、
　リソースブロックペアの前記第２のセットがしきい値よりも小さい受信電力を有すると
決定するための手段と、
　リソースブロックペアの前記第２のセットが前記しきい値よりも小さい受信電力を有す
ると決定すると、リソースブロックペアの前記第２のセット中で前記ピア発見メッセージ
を送信することを決定するための手段とをさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　リソースブロックペアの前記第２のセット内の特定のリソースブロックペアの順序に基
づいて前記メッセージを生成するための手段をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記メッセージに基づいて、複数のパイロットシーケンスからパイロットシーケンスを
選択するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記メッセージを示す前記情報が、前
記選択されたパイロットシーケンスであり、前記選択されたパイロットシーケンスが、前
記ピア発見メッセージを搬送する前記特定のリソースブロックペア内の基準信号中で送信
される、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　実行されたとき、コンピュータに、請求項１から８のいずれか一項に記載の方法を実行
させるためのコードを備える、コンピュータ実行可能なコードを記憶するコンピュータ可
読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１４年１
月３０日に出願された「MIXED SIZE EXPRESSION PEER DISCOVERY IN WWAN」と題する米国
特許出願第１４／１６８，２６６号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本発明は、一般に通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレスワイドエリア
ネットワーク（ＷＷＡＮ）における混合サイズ表現ピア発見に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
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には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（
３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユ
ニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile T
elecommunications System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル
効率を改善すること、コストを下げること、サービスを改善すること、新しいスペクトル
を利用すること、およびダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク
（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用
して他のオープン規格とより良く統合することによって、モバイルブロードバンドインタ
ーネットアクセスをより良くサポートするように設計されている。しかしながら、モバイ
ルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる
改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を
採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供さ
れる。本装置はユーザ機器（ＵＥ）であり得る。ＵＥは、第２の時間サイクル中のリソー
スブロックペアの第２のセットへの第１の時間サイクル中のリソースブロックペアの第１
のセットのマッピングに基づいて、第２の時間サイクル中のピア発見メッセージをそれの
上で送信すべき、リソースブロックペアの第２のセットを決定する。マッピングは、リソ
ースブロックペアの第１のセット中の各リソースブロックペアとリソースブロックペアの
第２のセット中の対応するリソースブロックペアとの間の１対１のマッピングである。リ
ソースブロックペアの第１のセット中のリソースブロックペアは、隣接する割り振られた
リソース中にあり得る。さらに、ＵＥは、リソースブロックペアの決定された第２のセッ
ト中でピア発見メッセージを送信する。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供さ
れる。本装置はＵＥであり得る。ＵＥは、ピア発見メッセージを搬送するためのリソース
ブロックペアのセットを選択する。さらに、ＵＥは、リソースブロックペアのセット上で
ピア発見信号を送信する。リソースブロックペアのセットのうちの特定のリソースブロッ
クペア上のピア発見信号が、ピア発見メッセージと次のリソースブロックペアのロケーシ
ョンを示す情報とを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】[0007]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0008]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0009]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0010]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0011]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0012]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７】[0013]デバイス間通信システムの図。
【図８Ａ】[0014]ピア発見リソースホッピングを示すための図。
【図８Ｂ】ピア発見リソースホッピングを示すための図。
【図９Ａ】[0015]例示的な方法の第１のセットを示すための図。
【図９Ｂ】例示的な方法の第１のセットを示すための図。
【図１０Ａ】[0016]例示的な方法の第１のセットを示すための追加の図。
【図１０Ｂ】例示的な方法の第１のセットを示すための追加の図。
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【図１１】[0017]例示的な方法の第１のセットを示すための別の図。
【図１２Ａ】[0018]例示的な方法の第２のセットを示すための図。
【図１２Ｂ】例示的な方法の第２のセットを示すための図。
【図１３】[0019]例示的な方法の第１のセットのための第１のフローチャート。
【図１４】[0020]例示的な方法の第１のセットのための第２のフローチャート。
【図１５】[0021]例示的な方法の第２のセットのためのフローチャート。
【図１６】[0022]例示的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフ
ローを示す概念データフロー図。
【図１７】[0023]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　[0024]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すものではな
い。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細
を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者
には明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく
知られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【０００９】
　[0025]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の発明を実施するための形態において説明
し、（「要素」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ
、プロセス、アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハード
ウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得
る。そのような要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装される
かは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１０】
　[0026]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム内の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解
釈されたい。
【００１１】
　[0027]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく、例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ
（ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コン
パクトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
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ストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の
所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによって
アクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。上記の組合せもコンピュータ
可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１２】
　[0028]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のＵＥ１０２と、
発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved UMTS Terre
strial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packe
t Core）１１０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サービス１２２とを含み
得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、簡単のために
、それらのエンティティ／インターフェースは図示されていない。図示のように、ＥＰＳ
はパケット交換サービスを提供するが、当業者なら容易に諒解するように、本開示全体に
わたって提示される様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワークに拡張され
得る。
【００１３】
　[0029]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ：evolved Node B）１０６と、他の
ｅＮＢ１０８と、マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ：Multicast Coordination E
ntity）１２８とを含む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコ
ル終端と制御プレーンプロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、バックホール（たと
えば、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ＭＣＥ１２８
は発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）（ｅＭＢ
ＭＳ）のために時間／周波数無線リソースを割り振り、ｅＭＢＭＳのために無線構成（た
とえば、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ：modulation and coding scheme））を決
定する。ＭＣＥ１２８は別個のエンティティまたはｅＮＢ１０６の一部であり得る。ｅＮ
Ｂ１０６は、基地局、ノードＢ、アクセスポイント、トランシーバ基地局、無線基地局、
無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service se
t）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、または何らかの他の好適
な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセス
ポイントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン、スマートフォン、セッシ
ョン開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）電話、ラップトップ、携
帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデ
オデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲー
ム機、タブレット、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者
によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット
、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス
、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末
、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライア
ント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００１４】
　[0030]ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と、ホーム加入者サーバ（Ｈ
ＳＳ）１２０と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、マルチメディ
アブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１２４と、ブロー
ドキャストマルチキャストサービスセンタ（ＢＭ－ＳＣ：Broadcast Multicast Service 
Center）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲー
トウェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグ
ナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を
行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ１１６を通して転送され、
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サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲ
ートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲート
ウェイ１１８とＢＭ－ＳＣ１２６とはＩＰサービス１２２に接続される。ＩＰサービス１
２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：
IP Multimedia Subsystem）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Serv
ice）、および／または他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユ
ーザサービスプロビジョニングおよび配信のための機能を与え得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は
、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとして働き得、ＰＬＭＮ
内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケ
ジュールし、配信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４は、特定のサー
ビスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（
ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ（たとえば、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフィッ
クを配信するために使用され得、セッション管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課
金情報を収集することとを担当し得る。
【００１５】
　[0031]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００はいくつかのセルラ
ー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０
８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ
））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）であり得る。マ
クロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべて
のＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセス
ネットワーク２００のこの例では集中コントローラはないが、代替構成では集中コントロ
ーラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、ス
ケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む
、すべての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは１つまたは複数の（たとえば、３つの）（
セクタとも呼ばれる）セルをサポートし得る。「セル」という用語は、ｅＮＢの最小カバ
レージエリアを指すことができ、および／またはｅＮＢサブシステムサービングは特定の
カバレージエリアである。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という用語
は、本明細書では互換的に使用されることがある。
【００１６】
　[0032]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易
に諒解するように、本明細書で提示される様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。ただ
し、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に
拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（
ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭ
Ｂ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一
部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partn
ership Project 2）によって公表されたエアインターフェース規格であり、移動局にブロ
ードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用する。これらの概念
はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭ
Ａの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Te
rrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（Ｇ
ＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）、ならびに、ＯＦＤＭ
Ａを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１
（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥ



(8) JP 6461984 B2 2019.1.30

10

20

30

40

50

ＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲ
Ａ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭ
Ａ２０００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際
のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課される全
体的な設計制約に依存することになる。
【００１７】
　[0033]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０
６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上
で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これ
により、ｅＮＢ２０４は、各空間的にプリコーディングされたデータストリームのソース
を識別することが可能になる。
【００１８】
　[0034]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを介した送信のための
データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおい
て良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルスト
リームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００１９】
　[0035]以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参
照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭ
シンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法であ
る。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデー
タを復元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間
干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が
各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak
-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信
号の形態で使用し得る。
【００２０】
　[0036]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、ノーマルサイクリックプレフィ
ックスの場合、リソースブロックは、合計８４個のリソース要素について、周波数領域中
に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域中に７個の連続するＯＦＤＭシ
ンボルを含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスの場合、リソースブロックは、合
計７２個のリソース要素について、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含ん
でおり、時間領域中に６個の連続するＯＦＤＭシンボルを含んでいる。Ｒ３０２、３０４
として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference sig
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nal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ
：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４と
を含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical D
L shared channel）がマッピングされるリソースブロック上のみで送信される。各リソー
ス要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信する
リソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる
。
【００２１】
　[0037]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するため
にＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべて
のリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、データセクション中の連続するサ
ブキャリアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし得る連続サブキャリアを含
むデータセクションを生じる。
【００２２】
　[0038]ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するた
めに、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。
ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、デ
ータセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ：physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送
信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピン
グし得る。
【００２３】
　[0039]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するためにリソースブロッ
クのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかな
るＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブ
ルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネッ
トワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある
時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨにはな
い。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレーム
のシーケンス中で搬送され、ＵＥはフレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みの
みを行うことができる。
【００２４】
　[0040]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３
で示される。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理
機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レ
イヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢ
との間のリンクを担当する。
【００２５】
　[0041]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、メディアアクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と
、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サ
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ブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ
１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端
（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイ
ヤとを含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００２６】
　[0042]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、紛失
データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic r
epeat request）による、順が狂った受信を補正するためのデータパケットの並べ替えと
を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多
重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソ
ース（たとえば、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１
０はまたＨＡＲＱ動作を担当する。
【００２７】
　[0043]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む
。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（たとえば、無線ベアラ）を取得することと
、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担
当する。
【００２８】
　[0044]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ
／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能
を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに
基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと、
論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース
割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケッ
トの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００２９】
　[0045]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
）に基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディン
グとインターリービングとを含む。コーディングされ変調されたシンボルは、次いで並列
ストリームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングさ
れ、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化
され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用
して互いに合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが
生成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプ
リコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングお
よび変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定
値は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバッ
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クから導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異
なるアンテナ６２０に与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空
間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３０】
　[0046]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行し得る。複数の
空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって
単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、
高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波
数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤ
Ｍシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと、基準信号とは、ｅＮＢ
６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポイントを決定す
ることによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によっ
て計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ
６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号され、デイン
ターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ６５９
に与えられる。
【００３１】
　[0047]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号
（decipher）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを行う。上位レイヤ
パケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表す、データシンク
６６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与
えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするため
に肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検
出を担当する。
【００３２】
　[0048]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよ
び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた
、ＨＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担当す
る。
【００３３】
　[0049]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３４】
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　[0050]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００３５】
　[0051]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロー
ル／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号
と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位
レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５は
また、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使
用する誤り検出を担当する。
【００３６】
　[0052]図７はデバイス間通信システム７００の図である。デバイス間通信システム７０
０は複数のワイヤレスデバイス７０４、７０６、７０８、７１０を含む。デバイス間通信
システム７００は、たとえば、ＷＷＡＮなどのセルラー通信システムと重なり得る。ワイ
ヤレスデバイス７０４、７０６、７０８、７１０の一部は、ＤＬ／ＵＬ　ＷＷＡＮスペク
トルを使用して（「ピアツーピア通信」とも呼ばれる）デバイス間通信において互いに通
信し、一部は基地局７０２と通信し、一部は両方を行い得る。たとえば、図７に示されて
いるように、ワイヤレスデバイス７０８、７１０はデバイス間通信中であり、ワイヤレス
デバイス７０４、７０６はデバイス間通信中である。ワイヤレスデバイス７０４、７０６
は基地局７０２とも通信している。
【００３７】
　[0053]以下で説明する例示的な方法および装置は、たとえば、ＦｌａｓｈＬｉｎＱ、Ｗ
ｉＭｅｄｉａ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、またはＩ
ＥＥＥ８０２．１１規格に基づくＷｉ－Ｆｉに基づくワイヤレスデバイス間通信システム
など、様々なワイヤレスデバイス間通信システムのいずれにも適用可能である。説明を簡
略化するために、例示的な方法および装置についてＬＴＥのコンテキスト内で説明する。
ただし、例示的な方法および装置は、様々な他のワイヤレスデバイス間通信システムによ
り一般的に適用可能であることを当業者は理解されよう。
【００３８】
　[0054]ＷＷＡＮでは、ＵＥ間のすべての通信が、ＵＥとサービング基地局との間のアッ
プリンク／ダウンリンクチャネルを通る。２つの通信しているＵＥが互いの近傍にある場
合、基地局を通ることなしの直接ピアツーピア通信が、新しいクラスのトラフィックを可
能にし、基地局負荷を低減し得る。そのようなピアツーピア通信を可能にするために、互
いの近傍にあるＵＥは、互いを発見することが可能でなければならない。そのようなピア
発見を可能にする１つの方法は、ＵＥがピア発見信号を周期的に送信することを可能にす
ることによる方法である。ＵＥは、他のＵＥのピア発見信号をリッスンし、復号すること
によって、別のＵＥの存在を検出し得る。
【００３９】
　[0055]ＵＥは、受信されたピア発見信号から少なくとも２つのタイプの情報を見分け得
る。１つのタイプの情報は、受信されたピア発見信号の信号強度である。信号強度は、ピ
ア発見信号がそれから受信されるＵＥの近接度の指示である。ＵＥから受信されたピア発
見信号の信号強度が高い場合、ＵＥは極近傍にある可能性があるが、ＵＥから受信された
ピア発見信号の信号強度が低い場合、ＵＥは極近傍にある可能性は低い。別のタイプの情
報は、ピア発見信号内で送信された表現／メッセージである。表現は、どんなタイプのア
プリケーション／サービスが、表現を送信するＵＥに関係のあるものであるかを示し得る
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。ピア発見信号中で搬送され得る多くの異なるアプリケーション／サービスがあり得るの
で、表現のサイズは、異なるＵＥについて異なり得る。したがって、ピア発見信号がその
上で送信される時間／周波数リソースのサイズは、異なるＵＥについて異なり得る。ピア
発見信号がその上で送信され得る最も小さい可能なサイズは、２つのリソースブロックで
ある（図３参照）。２つのリソースブロックはリソースブロックペアと呼ばれることがあ
る。異なるサイズの表現を搬送するピア発見信号は、複数のリソースブロックペア上で送
信され得る。たとえば、特定のＵＥについて、表現をもつピア発見信号がｎ個のリソース
ブロックペア上で送信され得、ここで、ｎは１よりも大きいかまたはそれに等しい。
【００４０】
　[0056]半二重制約がある場合、ピア発見信号をサブフレーム中で送信するＵＥは、他の
ＵＥからのピア発見信号を同じサブフレーム中で受信することができない。ＵＥのどんな
ペアも常にピア発見信号を同じサブフレーム中で送信しているとは限らないように、割り
振られたリソースをホッピングすることによって、半二重制約は克服される。ホッピング
はまた、それのうちの１つが受信ＵＥに近く、別の１つが受信ＵＥから遠く離れている２
つのＵＥが、常に同じサブフレーム上で送信するとは限らないことを保証することによっ
て、（受信ＵＥが遠く離れたＵＥを発見するのを妨げることがある）近遠問題（near far
 problem）を低減するのを助ける。
【００４１】
　[0057]図８Ａおよび図８Ｂは、ピア発見リソースホッピングを示すための図８００、８
５０である。図８Ａに示されているように、同じサイズのリソース上ですべてのピア発見
信号が送信されるとき、ホッピングは、ピア発見信号の連続するピア発見リソース全体が
重複なしにホッピングされるように、第１のブロックのインデックスに基づいてホッピン
グするように設計され得る。ただし、ピア発見信号が、異なるサイズのリソース上で送信
され、第１のブロックのインデックスに基づいてホッピングするとき、２つのピア発見リ
ソースが同じサブフレーム中にあり、重複することになる可能性がある。たとえば、図８
Ｂに示されているように、異なるサイズのリソース上でＵＥ　ＵＥ1、ＵＥ2、およびＵＥ

3によってピア発見信号が送信される。リソース８１０がＵＥ　ＵＥ1とＵＥ2の両方によ
って利用されるとき、ＵＥ　ＵＥ１およびＵＥ２によって利用されるピア発見リソースは
重複する。したがって、混合サイズ表現を含むピア発見信号を送信するために利用される
ピア発見リソースをホッピングするための方法および装置が必要とされる。
【００４２】
　[0058]図９Ａおよび図９Ｂは、例示的な方法の第１のセットを示すための図９００、９
５０である。例示的な方法の第１のセットでは、リンクリストを形成するために発見リソ
ース（リソースブロックペアのセット）が互いにリンクされ得る。図９Ａ、図９Ｂに示さ
れている例では、ＵＥは、ピア発見の各時間サイクルのためにＵＥに割り振られる発見リ
ソースのセット内の５つのリソースブロックペアを割り振られる。時間サイクルは、フレ
ームのセットのうちの特定のフレーム内の特定のサブフレームを含み得る。たとえば、ピ
ア発見のために、ＵＥは、ｐ個のフレーム内のｍ番目のフレームごとにサブフレーム５を
割り振られ得る。時間サイクルｔ0において、割り振られた５つのリソースブロックペア
は、隣接する発見リソースに位置する。隣接する発見リソースは、ピア発見のために割り
振られる発見リソース中で隣接しており、異なるサブフレーム中にあることがある。隣接
する発見リソースが異なるサブフレーム中にあるとき、隣接する発見リソースは、ピア発
見のために割り振られるサブフレーム中の最後の発見リソースと、ピア発見のために割り
振られる後続のサブフレーム中の第１の発見リソースとを含む。発見リソース９１０は発
見リソース９１２にリンクされ、発見リソース９１２は発見リソース９１４にリンクされ
、発見リソース９１４は発見リソース９１６にリンクされ、発見リソース９１６は、ピア
発見のために割り振られた次のサブフレーム中の発見リソース９１８にリンクされる。特
定の時間サイクル中の発見リソースは、他の時間サイクル中の発見リソースとの間に所定
の１対１のマッピングを有する。たとえば、時間サイクルｔ0中の発見リソース９１０は
時間サイクルｔn中の発見リソース９２０にマッピングし得、時間サイクルｔ0中の発見リ
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ソース９１２は時間サイクルｔn中の発見リソース９２２にマッピングし得、時間サイク
ルｔ0中の発見リソース９１４は時間サイクルｔn中の発見リソース９２４にマッピングし
得、時間サイクルｔ0中の発見リソース９１６は時間サイクルｔn中の発見リソース９２６
にマッピングし得、時間サイクルｔ0中の発見リソース９１８は時間サイクルｔn中の発見
リソース９２８にマッピングし得る。したがって、発見リソース９２０は発見リソース９
２２にリンクされ、発見リソース９２２は発見リソース９２４にリンクされ、発見リソー
ス９２４は発見リソース９２６にリンクされ、発見リソース９２６は発見リソース９２８
にリンクされる。図９Ｂは、隣接しない発見リソース中の発見リソース９２０～９２８を
示すが、発見リソース９２０～９２８は、発見リソース９１０～９１８と同様に隣接する
発見リソース中にあることができる。ｉ≠０の場合の各時間サイクルｔiでは、発見リソ
ース９１０～９１８からマッピングされる発見リソースは、あちこちにホッピングして発
見リソースの異なるセットに到り得、そのうちのいくつかは隣接するリソース中にあり得
、そのうちのいくつかは隣接しない発見リソース中にあり得る。
【００４３】
　[0059]時間サイクルｔn中の５つの発見リソース上でピア発見信号を送信することを望
むＵＥは、時間サイクルｔn-1中の発見リソースの各々上の受信電力を決定し得る。ＵＥ
は、決定された受信電力に基づいて時間サイクルｔn中の発見リソースのセットを選択し
得る。たとえば、ＵＥは、しきい値よりも小さい受信電力を有する発見リソースのセット
を選択し得る。別の例では、ＵＥは、最も低い合計受信電力を有する発見リソースのセッ
トを選択し得る。別の例では、ＵＥは、しきい値よりも小さい合計受信電力を有する発見
リソースからランダムに発見リソースのセットを選択し得る。
【００４４】
　[0060]ｅＮＢは、ピア発見リソースを動的にまたは静的にリンクすべきかどうかを決定
し得る。動的リンキングの場合、ＵＥが、それのサービングｅＮＢに、ＵＥが使用するこ
とを望む発見リソースを送り得る。ｅＮＢは、１つまたは複数のファクタに基づいて発見
リソースをリンクすべきかどうかを決定し得る。たとえば、ｅＮＢは、発見リソースが他
の近くのＵＥによって現在利用されているかどうかに基づいて、発見リソースをリンクす
べきかどうかを決定し得る。別の例では、ｅＮＢは、ユーザが特定の発見リソースの使用
の代金を支払うべきであると仮定して、ＵＥのユーザによって支払われた料金に基づいて
、発見リソースをリンクすべきかどうかを決定し得る。決定を行うと、ｅＮＢは、ＵＥに
、そのＵＥが特定の発見リソースを使用し得るかどうかを通知し得る。ｅＮＢは、すべて
のＵＥに動的リンキングをブロードキャストし得る。静的リンキングの場合、ＵＥは、決
定された受信電力に基づいて、時間サイクルｔn中の発見リソースの以前にリンクされた
セットを選択し得る。
【００４５】
　[0061]上記で説明したように、時間サイクルｔ0中の隣接する発見リソースのセットか
ら時間サイクルｔn中の発見リソースのセットが決定され得る。ＵＥは発見リソース９２
０～９２８上で送信することを決定すると仮定する。ＵＥは、時間サイクルｔn中のリソ
ースブロックペア９２０～９２８のセットへの時間サイクルｔ0中のリソースブロックペ
ア９１０～９１８のセットの１対１のマッピングに基づいて、時間サイクルｔn中のピア
発見メッセージをそれの上で送信すべき、リソースブロックペア９２０～９２８のセット
を決定する。リソースブロックペア９１０～９１８のセット中のリソースブロックペアは
、隣接する割り振られたリソース中にあり得る。その後、ＵＥは、リソースブロックペア
９２０～９２８の決定されたセット中でピア発見メッセージを送信する。
【００４６】
　[0062]図１０Ａおよび図１０Ｂは、例示的な方法の第１のセットを示すための追加の図
１０００、１０５０である。ＵＥは、ピア発見メッセージ内にまたはピア発見メッセージ
を搬送する同じリソースブロックペア中で送信されるパイロットシーケンス内にメッセー
ジを挿入することによって、そのＵＥが特定のリソースブロックペアを使用していること
を示し得る。特に、ＵＥは、リソースブロックペアのセット内の特定のリソースブロック
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ペアの順序に基づいてメッセージを生成し得、ピア発見メッセージとともにメッセージを
示す情報を送信し得る。一構成では、ＵＥは、メッセージに基づいて複数のパイロットシ
ーケンスからパイロットシーケンスを選択し得る。そのような構成では、メッセージを示
す情報は、選択されたパイロットシーケンスであり、選択されたパイロットシーケンスは
、ピア発見メッセージを搬送する特定のリソースブロックペア内の基準信号中で送信され
る。別の構成では、ＵＥは、ピア発見メッセージ内の特定のリソースブロックペア中でメ
ッセージを送信し得る。
【００４７】
　[0063]一例では、ＵＥは、ピア発見メッセージを搬送するリソースブロックペア内で「
００」を示すことによって、リソースブロックペアがそれだけである（１つのリソースブ
ロックペアのみが送信される）ことを示し得る。ＵＥは、リソースブロックペア内で「０
１」を示すことによって、リソースブロックペアがリソースブロックペアのセットの最初
にあることを示し得る。ＵＥは、リソースブロックペア内で「１０」を示すことによって
、リソースブロックペアがリソースブロックペアのセットの中央にあることを示し得る。
ＵＥは、リソースブロックペア内で「１１」を示すことによって、リソースブロックペア
がリソースブロックペアのセットの最後にあることを示し得る。
【００４８】
　[0064]図１０Ａを参照すると、第１のＵＥは、時間サイクルｔ0中にリソースブロック
ペア１０１０、１０１２、１０１４、１０１６内でピア発見メッセージを送信し得る。第
１のＵＥは、リソースブロックペア１０１０がリソースブロックペア１０１０～１０１６
のセットの最初にあることを示すために、リソースブロックペア１０１０内でメッセージ
「０１」を送信し得る。第１のＵＥは、リソースブロックペア１０１２、１０１４がリソ
ースブロックペア１０１０～１０１６のセットの中央にあることを示すために、リソース
ブロックペア１０１２、１０１４内でメッセージ「１０」を送信し得る。第１のＵＥは、
リソースブロックペア１０１６がリソースブロックペア１０１０～１０１６のセットの最
後にあることを示すために、リソースブロックペア１０１６内でメッセージ「１１」を送
信し得る。第２のＵＥは、リソースブロックペア１０１８がリソースブロックペア１０１
８のセット中の唯一のリソースブロックペアであることを示すために、リソースブロック
ペア１０１８内でメッセージ「００」を送信し得る。
【００４９】
　[0065]図１０Ｂを参照すると、第１のＵＥは、時間サイクルｔn中にリソースブロック
ペア１０２０、１０２２、１０２４、１０２６内でピア発見メッセージを送信し得る。リ
ソースブロックペア１０２０、１０２２、１０２４、１０２６は、それぞれリソースブロ
ックペア１０１０、１０１２、１０１４、１０１６からの１対１のマッピングを有する。
第１のＵＥは、リソースブロックペア１０２０がリソースブロックペア１０２０～１０２
６のセットの最初にあることを示すために、リソースブロックペア１０２０内でメッセー
ジ「０１」を送信し得る。第１のＵＥは、リソースブロックペア１０２２、１０２４がリ
ソースブロックペア１０２０～１０２６のセットの中央にあることを示すために、リソー
スブロックペア１０２２、１０２４内でメッセージ「１０」を送信し得る。第１のＵＥは
、リソースブロックペア１０２６がリソースブロックペア１０２０～１０２６のセットの
最後にあることを示すために、リソースブロックペア１０２６内でメッセージ「１１」を
送信し得る。第２のＵＥは、時間サイクルｔn中にリソースブロックペア１０２８内でピ
ア発見メッセージを送信し得る。リソースブロックペア１０２８は、リソースブロックペ
ア１０１８からの１対１のマッピングを有する。第２のＵＥは、リソースブロックペア１
０２８がリソースブロックペア１０２８のセット中の唯一のリソースブロックペアである
ことを示すために、リソースブロックペア１０２８内でメッセージ「００」を送信し得る
。
【００５０】
　[0066]リソースブロックペアのセット内の特定のリソースブロックペアの順序を示すメ
ッセージは、受信ＵＥが、どのリソースブロックペアが同じＰＤ信号に属するかを決定す
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ることを可能にする。たとえば、ＵＥが、リソースブロックペア１０２０～１０２６を含
むリソースブロックペア中でピア発見メッセージを受信し得る。リソースブロックペア１
０２０中のメッセージ「０１」に基づいて、ＵＥは、リソースブロックペア１０２０がリ
ソースブロックペアのセットの第１のリソースブロックペアであると決定する。１対１の
マッピングに基づいて、ＵＥは、時間サイクルｔn中のリソースブロックペア１０２０を
時間サイクルｔ0中のリソースブロックペア１０１０にマッピングし得る。静的リンキン
グの場合、ピア発見メッセージを送信するために使用されるリソースブロックペアが、時
間サイクルｔ0中の隣接するリソースブロックペア中にあるとき、ＵＥは、リソースブロ
ックペア１０１２がリソースブロックペア１０１０に後続する、したがって（１対１のマ
ッピングに基づいて）、リソースブロックペア１０２２がリソースブロックペア１０２０
に後続すると決定し得る。リソースブロックペア１０２２中のメッセージ「１０」に基づ
いて、ＵＥは、リソースブロックペア１０２２がリソースブロックペアのセットの中央に
あると決定する。ＵＥは、リソースブロックペア１０１４がリソースブロックペア１０１
２に後続し、したがって、リソースブロックペア１０２４がリソースブロックペア１０２
２に後続すると決定し得る。リソースブロックペア１０２４中のメッセージ「１０」に基
づいて、ＵＥは、リソースブロックペア１０２４がリソースブロックペアのセットの中央
にあると決定する。ＵＥは、リソースブロックペア１０１６がリソースブロックペア１０
１４に後続し、したがって、リソースブロックペア１０２６がリソースブロックペア１０
２４に後続すると決定し得る。リソースブロックペア１０２６中のメッセージ「１１」に
基づいて、ＵＥは、リソースブロックペア１０２６がリソースブロックペアのセットの最
後のリソースブロックペアであると決定する。ＵＥはまた、リソースブロックペアのセッ
トがリソースブロックペア１０２０～１０２６を含むと決定する。
【００５１】
　[0067]図１１は、例示的な方法の第１のセットを示すための別の図１１００である。図
１１は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す。ＵＬフレーム（１０ｍｓ）は、
１０個の等しいサイズのサブフレーム１１０２に分割され得る。各サブフレームは、２つ
の連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリソースグリ
ッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグリッドは複
数のリソース要素に分割される。リソースブロックは、周波数領域中に１２個の連続する
サブキャリアを含んでおり、時間領域中に７個の連続するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含ん
でおり、すなわち８４個のリソース要素を含んでいることがある。リソース要素１１０４
はデータおよび／または制御情報を含み得る。リソース要素１１０６は基準／パイロット
信号を含み得る。
【００５２】
　[0068]ＵＥが、特定のリソースブロックペアの順序を示すメッセージを生成するとき、
ＵＥは、メッセージに基づいて複数のパイロットシーケンスからパイロットシーケンスを
選択し得る。ＵＥは、選択されたパイロットシーケンスをリソース要素１１０６内の（「
Ｒ」として示された）基準信号中で送信し得る。代替的に、ＵＥは、特定のリソースブロ
ックペアの順序を示すメッセージを生成し、リソース要素１１０４内でピア発見メッセー
ジとともにメッセージを送信し得る。リソース要素１１０４は、「Ｒ」指示なしのリソー
ス要素のすべてを含む。
【００５３】
　[0069]図１２Ａおよび１２Ｂは、それぞれ例示的な方法の第２のセットを示すための図
１２００および図１２５０である。例示的な方法の第２のセットでは、ＵＥが、望ましい
利用可能なリソースブロックペアを選択し得る（たとえば、発見リソースは、しきい値よ
りも小さい受信電力を有するか、最も低い合計受信電力を有するか、またはしきい値より
も小さい合計受信電力を有する発見リソースからランダムに選択される）。ＵＥは、ＵＥ
が使用するリソースブロックペアの数に従ってピア発見メッセージを部分に分け得る。Ｕ
Ｅは、次のリソースブロックペアの絶対ロケーションまたは相対オフセットを示す追加の
フィールドを追加し得る。絶対ロケーションまたは相対オフセットは、現在の時間サイク
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ルｔnに対するものであり得、または第１の時間サイクルｔ0に対するものであり得る。Ｕ
Ｅは、次いで、追加のフィールドをもつピア発見メッセージの別個の部分を別々に符号化
し、符号化されたメッセージの各々を、選択されたリソースブロックペアに変調する。
【００５４】
　[0070]図１２Ａ、図１２Ｂを参照すると、ＵＥが、ピア発見メッセージを送信するため
のリソースブロックペア１２２０、１２２２、１２２４、１２２６のセットを選択すると
仮定する。ＵＥは、ピア発見メッセージとともに次のリソースブロックペアのロケーショ
ンを示す情報を含めることを決定し得る。したがって、ＵＥは、ピア発見メッセージとと
もに情報ｎ1をリソースブロックペア１２２０中に含め、ピア発見メッセージとともに情
報ｎ2をリソースブロックペア１２２２中に含め、およびピア発見メッセージとともに情
報ｎ3をリソースブロックペア１２２４中に含め得る。一構成では、情報ｎ1、ｎ2、ｎ3は
、それぞれリソースブロックペア１２２２、１２２４、１２２６の次のリソースブロック
ペアのロケーション（絶対ロケーションまたは相対オフセット）を示す情報である。たと
えば、リソースブロックペア１２２０中の情報ｎ1はリソースブロックペア１２２２のロ
ケーションを示し得、リソースブロックペア１２２２中の情報ｎ2はリソースブロックペ
ア１２２４のロケーションを示し得、リソースブロックペア１２２４中の情報ｎ3はリソ
ースブロックペア１２２６のロケーションを示し得る。リソースブロックペア１２２２の
ロケーションを示す情報ｎ1は、リソースブロックペア１２２２の絶対ロケーションまた
はリソースブロックペア１２２０に対する相対オフセットであり得る。リソースブロック
ペア１２２４のロケーションを示す情報ｎ2は、リソースブロックペア１２２４の絶対ロ
ケーションまたはリソースブロックペア１２２２に対する相対オフセットであり得る。リ
ソースブロックペア１２２６のロケーションを示す情報ｎ3は、リソースブロックペア１
２２６の絶対ロケーションまたはリソースブロックペア１２２４に対する相対オフセット
であり得る。
【００５５】
　[0071]別の構成では、情報ｎ1、ｎ2、ｎ3は、リソースブロックペア１２１２、１２１
４、１２１６の次のリソースブロックペアのロケーション（絶対ロケーションまたは相対
オフセット）を示す情報である。たとえば、リソースブロックペア１２２０中の情報ｎ1

はリソースブロックペア１２１２のロケーションを示し得、リソースブロックペア１２２
２中の情報ｎ2はリソースブロックペア１２１４のロケーションを示し得、リソースブロ
ックペア１２２４中の情報ｎ3はリソースブロックペア１２１６のロケーションを示し得
る。リソースブロックペア１２１２のロケーションを示す情報ｎ1は、リソースブロック
ペア１２１２の絶対ロケーションまたはリソースブロックペア１２１０に対する相対オフ
セットであり得る。リソースブロックペア１２１４のロケーションを示す情報ｎ2は、リ
ソースブロックペア１２１４の絶対ロケーションまたはリソースブロックペア１２１２に
対する相対オフセットであり得る。リソースブロックペア１２１６のロケーションを示す
情報ｎ3は、リソースブロックペア１２１６の絶対ロケーションまたはリソースブロック
ペア１２１４に対する相対オフセットであり得る。情報ｎ1、ｎ2、ｎ3が絶対ロケーショ
ンである場合、リソースブロックペア１２１２、１２１４、１２１６のロケーションと、
リソースブロックペア１２１２、１２１４、１２１６からそれぞれリソースブロックペア
１２２２、１２２４、１２２６への所定の１対１のマッピングとに基づいて、ＵＥは、リ
ソースブロックペア１２２２、１２２４、１２２６のロケーションを決定し得る。情報ｎ

1、ｎ2、ｎ3が相対オフセットである場合、リソースブロックペア１２１０、１２１２、
１２１４、１２１６のロケーションと、リソースブロックペア１２１２、１２１４、１２
１６からそれぞれリソースブロックペア１２２２、１２２４、１２２６への所定の１対１
のマッピングとに基づいて、ＵＥは、リソースブロックペア１２２２、１２２４、１２２
６のロケーションを決定し得る。その後、ＵＥは、リソースブロックペア１２２０、１２
２２、１２２４、１２２６のセット上でピア発見信号を送信する。
【００５６】
　[0072]図１３は、例示的な方法の第１のセットのための第１のフローチャート１３００
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である。本方法はＵＥによって実行され得る。図１３に示されているように、ステップ１
３０８において、ＵＥは、第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの第２のセット
への第１の時間サイクル中のリソースブロックペアの第１のセットのマッピングに基づい
て、第２の時間サイクル中のピア発見メッセージをそれの上で送信すべき、リソースブロ
ックペアの第２のセットを決定する。マッピングは、リソースブロックペアの第１のセッ
ト中の各リソースブロックペアとリソースブロックペアの第２のセット中の対応するリソ
ースブロックペアとの間の１対１のマッピングである。リソースブロックペアの第１のセ
ット中のリソースブロックペアは、隣接する割り振られたリソース中にあり得る。たとえ
ば、図９Ａ、図９Ｂを参照すると、ＵＥが、第２の時間サイクルｔn中のリソースブロッ
クペア９２０～９２８の第２のセットへの第１の時間サイクルｔ0中のリソースブロック
ペア９１０～９１８の第１のセットのマッピングに基づいて、第２の時間サイクルｔn中
のピア発見メッセージをそれの上で送信すべき、リソースブロックペア９２０～９２８の
第２のセットを決定する。マッピングは、リソースブロックペア９１０～９１８の第１の
セット中の各リソースブロックペアと、リソースブロックペア９２０～９２８の第２のセ
ット中の対応するリソースブロックペアとの間の１対１のマッピングである。リソースブ
ロックペア９１０～９１８の第１のセット中のリソースブロックペアは、隣接する割り振
られたリソース中にある。
【００５７】
　[0073]ステップ１３１６において、ＵＥは、リソースブロックペアの決定された第２の
セット中でピア発見メッセージを送信する。リソースブロックペアの第２のセット中のリ
ソースブロックペアは、隣接しない割り振られたリソース中にあり得る。たとえば、図９
Ｂを参照すると、ＵＥは、リソースブロックペア９２０～９２８の決定された第２のセッ
ト中でピア発見メッセージを送信し得る。図９Ｂに示されているように、リソースブロッ
クペア９２０～９２８の第２のセット中のリソースブロックペアは、隣接しない割り振ら
れたリソース中にあり得る。
【００５８】
　[0074]ステップ１３０８の後に、ステップ１３１０において、ＵＥは、リソースブロッ
クペアの決定された第２のセットを示す情報を基地局に送る。さらに、ステップ１３１２
において、ＵＥは、基地局から、リソースブロックペアの決定された第２のセットが利用
され得るかどうか指示を受信する。ステップ１３０８の前に、ステップ１３０２において
、ＵＥは、第２の時間サイクル中のリソースブロックペアへの第１の時間サイクル中の（
隣接し得る）リソースブロックペアのマッピングに基づいて、第２の時間サイクル中のリ
ソースブロックペアの複数のセットを決定する。ステップ１３０４において、ＵＥは、第
２の時間サイクル中のリソースブロックペアの複数のセットに関連付けられた受信電力を
決定する。リソースブロックペアの複数のセットは、リソースブロックペアの第２のセッ
トを含み得る。ステップ１３０６において、ＵＥは、リソースブロックペアの第２のセッ
トがしきい値よりも小さい受信電力を有すると決定する。ステップ１３１２の後およびス
テップ１３１６の前に、ステップ１３１４において、ＵＥは、リソースブロックペアの第
２のセットがしきい値よりも小さい受信電力を有すると決定すると、リソースブロックペ
アの第２のセット中でピア発見メッセージを送信することを決定する。リソースブロック
ペアの第２のセットは、リソースブロックペアの複数のセットの最も低い受信電力を有し
得る。
【００５９】
　[0075]たとえば、図９Ａ、図９Ｂを参照すると、ＵＥは、第２の時間サイクルｔn中の
リソースブロックペアへの第１の時間サイクルｔ0中のリソースブロックペアのマッピン
グに基づいて、第２の時間サイクルｔn中のリソースブロックペアの複数のセットを決定
し得る（リソースブロックペアの複数のセットのうちの１つは、リソースブロックペア９
２０～９２８のセットを含む）。静的リンキングの場合、第２の時間サイクルｔn中のリ
ソースブロックペアの複数のセットのうちのリソースブロックペアの各セットが、第１の
時間サイクルｔ0中の隣接するリソースブロックペアにおけるマッピングを有するとき、



(19) JP 6461984 B2 2019.1.30

10

20

30

40

50

ＵＥは、第１の時間サイクルｔ0から第２の時間サイクルｔnに隣接するリソースをマッピ
ングすることによって、リソースブロックペアの複数のセットを決定し得る。ＵＥは、第
２の時間サイクルｔn中のリソースブロックペアの複数のセットに関連付けられた受信電
力を決定し得る。したがって、第２の時間サイクルｔn中のリソースブロックペアの複数
のセットのうちの１つが、リソースブロックペア９２０～９２８のセットを含むとき、Ｕ
Ｅは、リソースブロックペア９２０～９２８内の受信電力を決定する。ＵＥはリソースブ
ロックペアの第２のセットがしきい値よりも小さい受信電力を有すると決定すると仮定す
る。ＵＥは、次いで、リソースブロックペア９２０～９２８の第２のセットがしきい値よ
りも小さい受信電力を有すると決定すると、リソースブロックペア９２０～９２８の第２
のセット中でピア発見メッセージを送信することを決定し得る（リソースブロックペア９
２０～９２８は、しきい値よりも小さい受信電力を有するか、最も低い合計受信電力を有
するか、またはしきい値よりも小さい合計受信電力を有するリソースブロックペアの複数
のセットからランダムに選択される）。
【００６０】
　[0076]図１４は、例示的な方法の第１のセットのための第２のフローチャート１４００
である。本方法はＵＥによって実行され得る。図１４に示されているように、ステップ１
４１０において、ＵＥは、リソースブロックペアの第２のセット内の特定のリソースブロ
ックペアの順序に基づいてメッセージを生成する。さらに、ステップ１４１４において、
ＵＥは、ピア発見メッセージとともにメッセージを示す情報を送信する。ステップ１４１
０の後およびステップ１４１４の前に、ステップ１４１２において、ＵＥは、メッセージ
に基づいて複数のパイロットシーケンスからパイロットシーケンスを選択する。メッセー
ジを示す情報は、選択されたパイロットシーケンスであり得、選択されたパイロットシー
ケンスは、ピア発見メッセージを搬送する特定のリソースブロックペア内の基準信号中で
送信され得る。代替的に、メッセージは、ピア発見メッセージ内の特定のリソースブロッ
クペア中で送信され得る。
【００６１】
　[0077]たとえば、図１０Ｂを参照すると、ＵＥが、リソースブロックペアの第２のセッ
ト内の特定のリソースブロックペアの順序に基づいてメッセージ（たとえば、「００」、
「０１」、「１０」または「１１」）を生成し得る。ＵＥは、ピア発見メッセージととも
にメッセージを示す情報を送信する。図１１を参照すると、ＵＥは、メッセージに基づい
て複数のパイロットシーケンスからパイロットシーケンスを選択し得る。メッセージを示
す情報は、選択されたパイロットシーケンスであり得、選択されたパイロットシーケンス
は、ピア発見メッセージを搬送する特定のリソースブロックペア内の基準信号（リソース
要素１１０６を参照）中で送信され得る。代替的に、メッセージは、（リソース要素１１
０４内で）ピア発見メッセージ内の特定のリソースブロックペア中で送信され得る。
【００６２】
　[0078]図１５は、例示的な方法の第２のセットのためのフローチャート１５００である
。本方法はＵＥによって実行され得る。図１５に示されているように、ステップ１５１０
において、ＵＥは、ピア発見メッセージを搬送するためのリソースブロックペアのセット
を選択する。ステップ１５１２において、ＵＥは、次のリソースブロックペアのロケーシ
ョンを示す情報を含むように、リソースブロックペアのセット中の各リソースブロックペ
ア中で送信される情報を別々に符号化する。ステップ１５１４において、ＵＥは、リソー
スブロックペアのセット上でピア発見信号を送信する。リソースブロックペアのセットの
うちの特定のリソースブロックペア上のピア発見信号は、ピア発見メッセージと次のリソ
ースブロックペアのロケーションを示す情報とを含む。次のリソースブロックペアのロケ
ーションを示す情報は、リソースブロックペアのセットのうちの次のリソースブロックペ
アであり得る。次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報は、リソースブロッ
クペアの第２のセットのうちの次のリソースブロックペアであり得る。リソースブロック
ペアの第２のセットは第１の時間サイクル中にあり得、リソースブロックペアのセットは
第２の時間サイクル中にあり得る。次のリソースブロックペアを示すロケーションは、複
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数のリソースブロックペア内の絶対ロケーションまたは特定のリソースブロックペアに対
する相対オフセットであり得る。
【００６３】
　[0079]たとえば、図１２Ａ、図１２Ｂを参照すると、ＵＥは、ピア発見メッセージを搬
送するためのリソースブロックペア１２２０～１２２６のセットを選択し得る。ＵＥは、
次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報を含むように、リソースブロックペ
ア１２２０～１２２６のセット中の各リソースブロックペア中で送信される情報（たとえ
ば、ｎ1、ｎ2、ｎ3）を別々に符号化し得る。リソースブロックペア１２２６が、ピア発
見メッセージを搬送する最後のリソースブロックペアであるとき、ＵＥは、リソースブロ
ックペア１２２６内ではなく、リソースブロックペア１２２０～１２２４内の次のリソー
スブロックペアのロケーションを示す情報を符号化し得る。ＵＥは、リソースブロックペ
ア１２２０～１２２６のセット上でピア発見信号を送信し得る。リソースブロックペア１
２２０～１２２６のセットのうちの特定のリソースブロックペア上のピア発見信号は、ピ
ア発見メッセージと次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報（たとえば、ｎ

1、ｎ2、ｎ3）とを含む。リソースブロックペア１２２６の場合、追加の情報がリソース
ブロックペア中で符号化されないので、符号化された追加の情報がないという事実自体が
、次のリソースブロックペアがないことを示す情報であり得る。次のリソースブロックペ
アのロケーションを示す情報は、リソースブロックペア１２２０～１２２６のセットのう
ちの次のリソースブロックペアであり得る。次のリソースブロックペアのロケーションを
示す情報は、リソースブロックペア１２１０～１２１６の第２のセットのうちの次のリソ
ースブロックペアであり得る。リソースブロックペア１２１０～１２１６の第２のセット
は第１の時間サイクルｔ0中にあり得、リソースブロックペア１２２０～１２２６の第２
のセットは第２の時間サイクルｔn中にあり得る。次のリソースブロックペアを示すロケ
ーションは、複数のリソースブロックペア内の絶対ロケーションまたは特定のリソースブ
ロックペアに対する相対オフセットであり得る。
【００６４】
　[0080]図１６は、例示的な装置１６０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデ
ータフローを示す概念データフロー図１６００である。本装置はＵＥであり得る。本装置
は、第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの第２のセットへの第１の時間サイク
ル中のリソースブロックペアの第１のセットのマッピングに基づいて、第２の時間サイク
ル中のピア発見メッセージをそれの上で送信すべき、リソースブロックペアの第２のセッ
トを決定するように構成された、リソースブロックペア決定モジュール１６０６を含む。
マッピングは、リソースブロックペアの第１のセット中の各リソースブロックペアとリソ
ースブロックペアの第２のセット中の対応するリソースブロックペアとの間の１対１のマ
ッピングである。リソースブロックペアの第１のセット中のリソースブロックペアは、隣
接する割り振られたリソース中にあり得る。本装置は、リソースブロックペアの決定され
た第２のセット中でピア発見メッセージを送信するように構成された、送信モジュール１
６１０をさらに含む。リソースブロックペアの第２のセット中のリソースブロックペアは
、隣接しない割り振られたリソース中にあり得る。送信モジュール１６１０は、リソース
ブロックペアの決定された第２のセットを示す情報を基地局に送るように構成され得る。
受信モジュール１６０４は、基地局から、リソースブロックペアの決定された第２のセッ
トが利用され得るかどうか指示を受信するように構成され得る。リソースブロックペア決
定モジュール１６０６は、第２の時間サイクル中のリソースブロックペアへの第１の時間
サイクル中のリソースブロックペアのマッピングに基づいて、第２の時間サイクル中のリ
ソースブロックペアの複数のセットを決定するように構成され得る。リソースブロックペ
ア決定モジュール１６０６は、第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの複数のセ
ットに関連付けられた受信電力を決定するように構成され得る。リソースブロックペアの
複数のセットは、リソースブロックペアの第２のセットを含み得る。リソースブロックペ
ア決定モジュール１６０６は、リソースブロックペアの第２のセットがしきい値よりも小
さい受信電力を有すると決定するように構成され得る。リソースブロックペア決定モジュ
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ール１６０６は、リソースブロックペアの第２のセットがしきい値よりも小さい受信電力
を有すると決定すると、リソースブロックペアの第２のセット中でピア発見メッセージを
送信することを決定するように構成され得る。リソースブロックペアの第２のセットは、
リソースブロックペアの複数のセットの最も低い受信電力を有し得る。送信モジュール１
６１０は、リソースブロックペアの第２のセット内の特定のリソースブロックペアの順序
に基づいてメッセージを生成するように構成され得る。送信モジュール１６１０は、ピア
発見メッセージとともにメッセージを示す情報を送信するように構成され得る。送信モジ
ュール１６１０は、メッセージに基づいて複数のパイロットシーケンスからパイロットシ
ーケンスを選択するように構成され得る。メッセージを示す情報は、選択されたパイロッ
トシーケンスであり得、選択されたパイロットシーケンスは、ピア発見メッセージを搬送
する特定のリソースブロックペア内の基準信号中で送信され得る。メッセージは、ピア発
見メッセージ内の特定のリソースブロックペア中で送信され得る。
【００６５】
　[0081]リソースブロックペア決定モジュール１６０６は、ピア発見メッセージを搬送す
るためのリソースブロックペアのセットを選択するように構成され得る。送信モジュール
１６１０は、リソースブロックペアのセット上でピア発見信号を送信するように構成され
得る。リソースブロックペアのセットのうちの特定のリソースブロックペア上のピア発見
信号が、ピア発見メッセージと次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報とを
含む。次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報は、リソースブロックペアの
セットのうちの次のリソースブロックペアであり得る。次のリソースブロックペアのロケ
ーションを示す情報は、リソースブロックペアの第２のセットのうちの次のリソースブロ
ックペアであり得る。リソースブロックペアの第２のセットは第１の時間サイクル中にあ
り得、リソースブロックペアのセットは第２の時間サイクル中にあり得る。次のリソース
ブロックペアを示すロケーションは、複数のリソースブロックペア内の絶対ロケーション
または特定のリソースブロックペアに対する相対オフセットのうちの１つであり得る。本
装置は、次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報を含むように、リソースブ
ロックペアのセット中の各リソースブロックペア中で送信される情報を別々に符号化する
ように構成された、符号化モジュール１６０８をさらに含み得る。
【００６６】
　[0082]本装置は、図１３、図１４、図１５の上述のフローチャート中のアルゴリズムの
ステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１３、図１４、
図１５の上述のフローチャート中の各ステップは１つのモジュールによって実行され得、
本装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュール
は、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハ
ードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成
されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可
読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００６７】
　[0083]図１７は、処理システム１７１４を採用する装置１６０２’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図１７００である。処理システム１７１４は、バス１７２４によ
って概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１７２４は、処理
システム１７１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
バスおよびブリッジを含み得る。バス１７２４は、プロセッサ１７０４によって表される
１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１６
０４、１６０６、１６０８、１６１０と、コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６とを含
む様々な回路を互いにリンクする。バス１７２４はまた、タイミングソース、周辺機器、
電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路
は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【００６８】
　[0084]処理システム１７１４はトランシーバ１７１０に結合され得る。トランシーバ１
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７１０は１つまたは複数のアンテナ１７２０に結合される。トランシーバ１７１０は、伝
送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１７１０は
、１つまたは複数のアンテナ１７２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽出
し、抽出された情報を処理システム１７１４に与える。さらに、トランシーバ１７１０は
、処理システム１７１４から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数
のアンテナ１７２０に適用されるべき信号を生成する。処理システム１７１４は、コンピ
ュータ可読媒体／メモリ１７０６に結合されたプロセッサ１７０４を含む。プロセッサ１
７０４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６に記憶されたソフトウェアの実行を含
む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１７０４によって実行されたと
き、処理システム１７１４に、特定の装置のための上記で説明された様々な機能を実行さ
せる。コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプ
ロセッサ１７０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システ
ムは、モジュール１６０４、１６０６、１６０８、１６１０のうちの少なくとも１つをさ
らに含む。それらのモジュールは、プロセッサ１７０４内で動作するか、コンピュータ可
読媒体／メモリ１７０６内に存在する／記憶されたソフトウェアモジュール、プロセッサ
１７０４に結合された１つもしくは複数のハードウェアモジュール、またはそれらの何ら
かの組合せであり得る。処理システム１７１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得、メモ
リ６６０、および／またはＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントロ
ーラ／プロセッサ６５９とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００６９】
　[0085]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１６０２／１６０２’は、ＵＥであり
、第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの第２のセットへの第１の時間サイクル
中のリソースブロックペアの第１のセットのマッピングに基づいて、第２の時間サイクル
中のピア発見メッセージをそれの上で送信すべき、リソースブロックペアの第２のセット
を決定するための手段を含む。マッピングは、リソースブロックペアの第１のセット中の
各リソースブロックペアとリソースブロックペアの第２のセット中の対応するリソースブ
ロックペアとの間の１対１のマッピングである。リソースブロックペアの第１のセット中
のリソースブロックペアは、隣接する割り振られたリソース中にあり得る。本装置は、リ
ソースブロックペアの決定された第２のセット中でピア発見メッセージを送信するための
手段をさらに含み得る。リソースブロックペアの第２のセット中のリソースブロックペア
は、隣接しない割り振られたリソース中にあり得る。本装置は、リソースブロックペアの
決定された第２のセットを示す情報を基地局に送るための手段と、基地局から、リソース
ブロックペアの決定された第２のセットが利用され得るかどうか指示を受信するための手
段とをさらに含み得る。本装置は、第２の時間サイクル中のリソースブロックペアへの第
１の時間サイクル中のリソースブロックペアのマッピングに基づいて、第２の時間サイク
ル中のリソースブロックペアの複数のセットを決定するための手段と、第２の時間サイク
ル中のリソースブロックペアの複数のセットに関連付けられた受信電力を決定するための
手段とをさらに含み得る。リソースブロックペアの複数のセットは、リソースブロックペ
アの第２のセットを含み得る。本装置は、リソースブロックペアの第２のセットがしきい
値よりも小さい受信電力を有すると決定するための手段と、リソースブロックペアの第２
のセットがしきい値よりも小さい受信電力を有すると決定すると、リソースブロックペア
の第２のセット中でピア発見メッセージを送信することを決定するための手段とをさらに
含み得る。リソースブロックペアの第２のセットは、リソースブロックペアの複数のセッ
トの最も低い受信電力を有し得る。本装置は、リソースブロックペアの第２のセット内の
特定のリソースブロックペアの順序に基づいてメッセージを生成するための手段と、ピア
発見メッセージとともにメッセージを示す情報を送信するための手段とをさらに含み得る
。本装置は、メッセージに基づいて複数のパイロットシーケンスからパイロットシーケン
スを選択するための手段をさらに含み得る。メッセージを示す情報は、選択されたパイロ
ットシーケンスであり得、選択されたパイロットシーケンスは、ピア発見メッセージを搬
送する特定のリソースブロックペア内の基準信号中で送信され得る。メッセージは、ピア
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発見メッセージ内の特定のリソースブロックペア中で送信され得る。
【００７０】
　[0086]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１６０２／１６０２’はＵＥであり、
ピア発見メッセージを搬送するためのリソースブロックペアのセットを選択するための手
段と、リソースブロックペアのセット上でピア発見信号を送信するための手段とを含む。
リソースブロックペアのセットのうちの特定のリソースブロックペア上のピア発見信号は
、ピア発見メッセージと次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報とを含み得
る。次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報は、リソースブロックペアのセ
ットのうちの次のリソースブロックペアであり得る。次のリソースブロックペアのロケー
ションを示す情報は、リソースブロックペアの第２のセットのうちの次のリソースブロッ
クペアであり得る。リソースブロックペアの第２のセットは第１の時間サイクル中にあり
得、リソースブロックペアのセットは第２の時間サイクル中にあり得る。次のリソースブ
ロックペアを示すロケーションは、複数のリソースブロックペア内の絶対ロケーションま
たは特定のリソースブロックペアに対する相対オフセットのうちの１つであり得る。本装
置は、次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報を含むように、リソースブロ
ックペアのセット中の各リソースブロックペア中で送信される情報を別々に符号化するた
めの手段をさらに含み得る。
【００７１】
　[0087]上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された
、装置１６０２、および／または装置１６０２’の処理システム１７１４の上述のモジュ
ールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１７１４
は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５
９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳され
た機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、
コントローラ／プロセッサ６５９とであり得る。
【００７２】
　[0088]開示したプロセス／フローチャートにおけるステップの特定の順序または階層は
、例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス／
フローチャート中のステップの特定の順序または階層は再構成され得ることを理解された
い。さらに、いくつかのステップは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法
クレームは、様々なステップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特
定の順序または階層に限定されるものではない。
【００７３】
　[0089]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実行することができる
ように与えられた。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり、
本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲
は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾しな
い全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されていな
い限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するもの
である。「例示的」という単語は、本明細書では、「例、事例、または例示の働きをする
こと」を意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいかなる態様も
、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限らない。
別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語は１つまたは複数を指す。「Ａ、
Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」
、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および
／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る。詳
細には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少
なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、
Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよ
びＣであり得、ただし、いずれのそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つま
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たは複数のメンバーを含み得る。当業者に知られている、または後に知られることになる
、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物
は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。
さらに、本明細書で開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的
に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要
素も、その要素が「ための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミ
ーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの第２のセットへの第１の時間サイクル
中のリソースブロックペアの第１のセットのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイ
クル中のピア発見メッセージをそれの上で送信すべき、リソースブロックペアの前記第２
のセットを決定することと、前記マッピングが、リソースブロックペアの前記第１のセッ
ト中の各リソースブロックペアとリソースブロックペアの前記第２のセット中の対応する
リソースブロックペアとの間の１対１のマッピングである、
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセット中で前記ピア発見メッセージを送
信することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　リソースブロックペアの前記第１のセット中の前記リソースブロックペアが、隣接する
割り振られたリソース中にある、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　リソースブロックペアの前記第２のセット中のリソースブロックペアが、隣接しない割
り振られたリソース中にある、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセットを示す情報を基地局に送ることと
、
　前記基地局から、リソースブロックペアの前記決定された第２のセットが利用され得る
かどうか指示を受信することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２の時間サイクル中のリソースブロックペアへの前記第１の時間サイクル中のリ
ソースブロックペアのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイクル中のリソースブロ
ックペアの複数のセットを決定することと、
　前記第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの前記複数のセットに関連付けられ
た受信電力を決定することと、リソースブロックペアの前記複数のセットが、リソースブ
ロックペアの前記第２のセットを含む、
　リソースブロックペアの前記第２のセットがしきい値よりも小さい受信電力を有すると
決定することと、
　リソースブロックペアの前記第２のセットが前記しきい値よりも小さい受信電力を有す
ると決定すると、リソースブロックペアの前記第２のセット中で前記ピア発見メッセージ
を送信することを決定することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　リソースブロックペアの前記第２のセット内の特定のリソースブロックペアの順序に基
づいてメッセージを生成することと、
　前記ピア発見メッセージとともに前記メッセージを示す情報を送信することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
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　前記メッセージに基づいて、複数のパイロットシーケンスからパイロットシーケンスを
選択することをさらに備え、ここにおいて、前記メッセージを示す前記情報が、前記選択
されたパイロットシーケンスであり、前記選択されたパイロットシーケンスが、前記ピア
発見メッセージを搬送する前記特定のリソースブロックペア内の基準信号中で送信される
、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記メッセージが、前記ピア発見メッセージ内の前記特定のリソースブロックペア中で
送信される、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　ピア発見メッセージを搬送するためのリソースブロックペアのセットを選択することと
、
　リソースブロックペアの前記セット上でピア発見信号を送信することと、リソースブロ
ックペアの前記セットのうちの特定のリソースブロックペア上の前記ピア発見信号が、前
記ピア発見メッセージと次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報とを含む、
を備える、方法。
［Ｃ１０］
　前記次のリソースブロックペアの前記ロケーションを示す前記情報が、リソースブロッ
クペアの前記セットのうちの次のリソースブロックペアである、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記次のリソースブロックペアの前記ロケーションを示す前記情報が、リソースブロッ
クペアの第２のセットのうちの次のリソースブロックペアであり、リソースブロックペア
の前記第２のセットが第１の時間サイクル中にあり、リソースブロックペアの前記セット
が第２の時間サイクル中にある、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記次のリソースブロックペアを示す前記ロケーションが、複数のリソースブロックペ
ア内の絶対ロケーションまたは前記特定のリソースブロックペアに対する相対オフセット
のうちの１つである、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記次のリソースブロックペアの前記ロケーションを示す前記情報を含むように、リソ
ースブロックペアの前記セット中の各リソースブロックペア中で送信される情報を別々に
符号化することをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置はユーザ機器（ＵＥ）であり、
　第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの第２のセットへの第１の時間サイクル
中のリソースブロックペアの第１のセットのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイ
クル中のピア発見メッセージをそれの上で送信すべき、リソースブロックペアの前記第２
のセットを決定するための手段と、前記マッピングが、リソースブロックペアの前記第１
のセット中の各リソースブロックペアとリソースブロックペアの前記第２のセット中の対
応するリソースブロックペアとの間の１対１のマッピングであり、リソースブロックペア
の前記第１のセット中のリソースブロックペアが、隣接する割り振られたリソース中にあ
る、
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセット中で前記ピア発見メッセージを送
信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ１５］
　リソースブロックペアの前記第１のセット中の前記リソースブロックペアが、隣接する
割り振られたリソース中にある、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　リソースブロックペアの前記第２のセット中のリソースブロックペアが、隣接しない割
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り振られたリソース中にある、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１７］
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセットを示す情報を基地局に送るための
手段と、
　前記基地局から、リソースブロックペアの前記決定された第２のセットが利用され得る
かどうか指示を受信するための手段と
をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記第２の時間サイクル中のリソースブロックペアへの前記第１の時間サイクル中のリ
ソースブロックペアのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイクル中のリソースブロ
ックペアの複数のセットを決定するための手段と、
　前記第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの前記複数のセットに関連付けられ
た受信電力を決定するための手段と、リソースブロックペアの前記複数のセットが、リソ
ースブロックペアの前記第２のセットを含む、
　リソースブロックペアの前記第２のセットがしきい値よりも小さい受信電力を有すると
決定するための手段と、
　リソースブロックペアの前記第２のセットが前記しきい値よりも小さい受信電力を有す
ると決定すると、リソースブロックペアの前記第２のセット中で前記ピア発見メッセージ
を送信することを決定するための手段と
をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１９］
　リソースブロックペアの前記第２のセット内の特定のリソースブロックペアの順序に基
づいてメッセージを生成するための手段と、
　前記ピア発見メッセージとともに前記メッセージを示す情報を送信するための手段と
をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記メッセージに基づいて、複数のパイロットシーケンスからパイロットシーケンスを
選択するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記メッセージを示す前記情報が、前
記選択されたパイロットシーケンスであり、前記選択されたパイロットシーケンスが、前
記ピア発見メッセージを搬送する前記特定のリソースブロックペア内の基準信号中で送信
される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記メッセージが、前記ピア発見メッセージ内の前記特定のリソースブロックペア中で
送信される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置はユーザ機器（ＵＥ）であり、
　ピア発見メッセージを搬送するためのリソースブロックペアのセットを選択するための
手段と、
　リソースブロックペアの前記セット上でピア発見信号を送信するための手段と、リソー
スブロックペアの前記セットのうちの特定のリソースブロックペア上の前記ピア発見信号
が、前記ピア発見メッセージと次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報とを
含む、
を備える、装置。
［Ｃ２３］
　前記次のリソースブロックペアの前記ロケーションを示す前記情報が、リソースブロッ
クペアの前記セットのうちの次のリソースブロックペアである、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記次のリソースブロックペアの前記ロケーションを示す前記情報が、リソースブロッ
クペアの第２のセットのうちの次のリソースブロックペアであり、リソースブロックペア
の前記第２のセットが第１の時間サイクル中にあり、リソースブロックペアの前記セット
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が第２の時間サイクル中にある、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記次のリソースブロックペアを示す前記ロケーションが、複数のリソースブロックペ
ア内の絶対ロケーションまたは前記特定のリソースブロックペアに対する相対オフセット
のうちの１つである、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記次のリソースブロックペアの前記ロケーションを示す前記情報を含むように、リソ
ースブロックペアの前記セット中の各リソースブロックペア中で送信される情報を別々に
符号化するための手段をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置はユーザ機器（ＵＥ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの第２のセットへの第１の時間サイクル
中のリソースブロックペアの第１のセットのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイ
クル中のピア発見メッセージをそれの上で送信すべき、リソースブロックペアの前記第２
のセットを決定することと、前記マッピングが、リソースブロックペアの前記第１のセッ
ト中の各リソースブロックペアとリソースブロックペアの前記第２のセット中の対応する
リソースブロックペアとの間の１対１のマッピングであり、リソースブロックペアの前記
第１のセット中のリソースブロックペアが、隣接する割り振られたリソース中にある、
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセット中で前記ピア発見メッセージを送
信することと
　を行うように構成された、少なくとも１つのプロセッサと
を備える、装置。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置はユーザ機器（ＵＥ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　ピア発見メッセージを搬送するためのリソースブロックペアのセットを選択することと
、
　リソースブロックペアの前記セット上でピア発見信号を送信することと、リソースブロ
ックペアの前記セットのうちの特定のリソースブロックペア上の前記ピア発見信号が、前
記ピア発見メッセージと次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報とを含む、
　を行うように構成された、少なくとも１つのプロセッサと
を備える、装置。
［Ｃ２９］
　ユーザ機器（ＵＥ）のコンピュータプログラム製品であって、
　第２の時間サイクル中のリソースブロックペアの第２のセットへの第１の時間サイクル
中のリソースブロックペアの第１のセットのマッピングに基づいて、前記第２の時間サイ
クル中のピア発見メッセージをそれの上で送信すべき、リソースブロックペアの前記第２
のセットを決定することと、前記マッピングが、リソースブロックペアの前記第１のセッ
ト中の各リソースブロックペアとリソースブロックペアの前記第２のセット中の対応する
リソースブロックペアとの間の１対１のマッピングであり、リソースブロックペアの前記
第１のセット中のリソースブロックペアが、隣接する割り振られたリソース中にある、
　リソースブロックペアの前記決定された第２のセット中で前記ピア発見メッセージを送
信することと
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３０］
　ユーザ機器（ＵＥ）のコンピュータプログラム製品であって、
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　ピア発見メッセージを搬送するためのリソースブロックペアのセットを選択することと
、
　リソースブロックペアの前記セット上でピア発見信号を送信することと、リソースブロ
ックペアの前記セットのうちの特定のリソースブロックペア上の前記ピア発見信号が、前
記ピア発見メッセージと次のリソースブロックペアのロケーションを示す情報とを含む、
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
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